
山口県下関市竹崎町四丁目２番36号
お問い合わせ先　０８３－２２３－７１２４

（営業日の９：00～17：00）
ホームページ　http://www.ymam.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 2017年４月21日から、2022年４月20日まで
です。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

イ）次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適
格機関投資家限定）の受益証券
ロ）マネープールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機
関投資家限定）の受益証券

運 用 方 法

①主として、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦ
ｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を通じ
て、米国の金融商品取引所上場株式（上場予定を
含みます。以下同じ。）に投資し、値上がり益の
獲得をめざします。
②次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、主として米国において取
引されている次世代の米国経済の主役となり得る
と判断した企業の株式に投資を行います。
③次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格
機関投資家限定）では、原則として、為替リスク
を回避するための為替ヘッジを行いません。
④この投資信託は、次世代米国代表株ファンド
（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネー
プールファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限
定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。
通常の状態で、次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ）（適格機関投資家限定）への投資割合を高
位に維持することを基本とします。

組 入 制 限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けま
せん。

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、分
配対象額の範囲内で、下記イ．およびロ．に基づ
き分配します。ただし、分配対象額が少額の場合
には、分配を行なわないことがあります。
イ．計算期末の前営業日の基準価額（１万口当
り。既払分配金を加算しません。以下同じ。）
が10,500円未満の場合、原則として、配当等
収益の水準を考慮して決定した額を分配するこ
とをめざします。
ロ．計算期末の前営業日の基準価額が10,500円
以上の場合、原則として、当該基準価額に応
じ、下記の金額（１万口当り。）を分配するこ
とをめざします。
ａ.10,500円以上11,000円未満の場合…300円
ｂ.11,000円以上11,500円未満の場合…350円
ｃ.11,500円以上12,000円未満の場合…400円
ｄ.12,000円以上12,500円未満の場合…450円
ｅ.12,500円以上の場合 …………………500円
なお、計算期末の直前から当該計算期末までに基
準価額が急激に変動した場合等には、上記の分配
を行なわない場合があります。

ＹＭアセット・
優良米国株ファンド

運用報告書（全体版）
第７期（決算日　2019年１月21日）
第８期（決算日　2019年４月22日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ＹＭアセット・優良米国株ファン
ド　愛称：トリプル維新（プレミア合衆
国）」は、このたび、第８期の決算を行ない
ました。
　ここに、第７期、第８期中の運用状況をご
報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

1－　　－

設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率 （参考指数） 期 中

騰 落 率

（設定日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2017年４月21日 10,000 － － 10,000 － － 657

第１期末（2017年７月20日） 10,209 300 5.1 10,858 8.6 98.8 1,671
第２期末（2017年10月20日） 10,737 350 8.6 11,759 8.3 98.5 1,789
第３期末（2018年１月22日） 11,485 400 10.7 12,992 10.5 98.8 2,606
第４期末（2018年４月20日） 10,545 300 △  5.6 11,955 △  8.0 98.4 3,442
第５期末（2018年７月20日） 10,987 350 7.5 12,770 6.8 98.5 4,277
第６期末（2018年10月22日） 10,493 300 △  1.8 12,816 0.4 98.4 3,305
第７期末（2019年１月21日） 9,618 10 △  8.2 11,981 △  6.5 99.0 3,210
第８期末（2019年４月22日） 10,406 300 11.3 13,370 11.6 98.5 3,069

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日本では、

「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のもとで運用
されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・ジョーンズ工業株
価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

2－　　－

当作成期中の基準価額と市況の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 ダウ・ジョーンズ工業

株価平均（円換算ベース） 投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％

第７期

（期　首）2018年10月22日 10,493 － 12,816 － 98.4
10月末 9,982 △  4.9 12,359 △  3.6 99.0
11月末 10,318 △  1.7 12,955 1.1 99.0
12月末 9,136 △12.9 11,426 △10.8 99.0

（期　末）2019年１月21日 9,628 △  8.2 11,981 △  6.5 99.0

第８期

（期　首）2019年１月21日 9,618 － 11,981 － 99.0
１月末 9,590 △  0.3 12,087 0.9 99.0
２月末 10,253 6.6 12,951 8.1 99.0
３月末 10,146 5.5 12,710 6.1 99.0

（期　末）2019年４月22日 10,706 11.3 13,370 11.6 98.5
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

CC_19520446_02_ostYM_優良米国株F_運用実績.indd   2 2019/06/12   11:54:29



ＹＭアセット・優良米国株ファンド

3－　　－

基準価額等の推移について

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示
すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な
ります。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

運用経過
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分配金再投資基準価額（左軸）基準価額（左軸） 純資産総額（右軸）

■基準価額・騰落率
第７期首：10,493円
第８期末：10,406円（既払分配金310円）
騰 落 率：2.1％（分配金再投資ベース）

基準価額の主な変動要因
　当作成期において、基準価額は2.1％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。米国株式市況全体
の上昇や組入銘柄の値上がり等が基準価額の上昇要因、為替市況が小幅ながら円高・米ドル安となったこ
とが基準価額の下落要因となりました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

4－　　－

投資環境について
○米国株式市況
・当作成期の市況は上昇となりました。米国と中国の間の貿易摩擦に収束の兆しがみえないこと等を背景
に、世界的な景気減速への懸念が高まり、当作成期初から2018年終盤にかけ市況は大きく下落しまし
た。2019年に入った後は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長が１月初めに行われた講
演において利上げに対して慎重な姿勢を示す発言をしたことや、米国と中国間の貿易交渉が進展すると
の期待が高まったこと等を受け、上昇基調に転じました。

○為替市況
・当作成期首に比べ、対米ドルで0.3％の円高・米ドル安となりました。

ポートフォリオについて
○当ファンド
　当ファンドは、次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）とマネープールファン
ド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）に投資するファンド・オブ・ファンズです。期を通して、次世代
米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ）（適格機関投資家限定）の受益証券を高位に組み入れました。
○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
　基準価額は当作成期首に比べ2.6％（分配金再投資ベース）の上昇となりました。
・米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定にあたって
は、今後の経済環境、社会構造に関する見通しを基に、変化に対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、30銘柄に投資を行いました。
・主として米国の強みであるインターネット、バイオ、医療機器などの重要性の高まりや、ミレニアル世
代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏まえた新しい企業の成長に注目し、同時に、伝統的な老舗企業で
ありながら、絶え間ない自己革新により環境変化に対応する企業にも目を配りました。
・基本的には、景気が堅調に推移する環境下において、業績拡大余地の大きい銘柄に着目しましたが、景
気動向や市況動向の変化に対応する必要性から、随時ポートフォリオの調整を行いました。
・株価水準面での割安感にも留意し、銘柄選定を行いました。
・当作成期は変化が大きかった市況動向に対応し、当作成期中に適宜銘柄入れ替えを行いましたが、当作
成期首と当作成期末を比べますと、結果的には８銘柄が入れ替わっています。
・また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整を適宜行いま
した。
銘柄入替のポイントは以下の通りです。
◎主な新規組入銘柄
・「NETAPP  INC」：外部記憶装置（ストレージ）分野において、専用ハードウェアと基本ソフト（Ｏ
Ｓ）等を組み合わせ、顧客の生産性向上やコスト削減に貢献していることやデータセンター運営企業と
も提携し、事業機会を拡大していることを評価。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

5－　　－

・「COSTAR GROUP  INC」：商業用不動産業界に提供している建物専門情報は、事務用・工業用不動
産の詳細な情報を含んでおり、顧客にとり有用なデータであることから、顧客基盤の拡大が予想され、
今後の収益拡大余地が大きい点を評価。
◎主な全株売却銘柄
・「ALPHABET INC-CL C」：営業経費の上昇による営業利益率低下を懸念し、売却。
・「JPMORGAN CHASE & CO」：長短金利差縮小による貸出業務の利ザヤ縮小を懸念し、売却。

　以上のような投資判断を行った結果、為替の円高・米ドル安は若干のマイナス要因となったものの、
株式市況の上昇ならびに組入銘柄の値上がりにより、基準価額は上昇しました。パフォーマンスに寄
与・影響を与えた主な銘柄は以下の通りです。
（プラス要因）
◎銘柄
・「BOEING CO/THE」：参入障壁が高い航空機の開発・製造において、独自の技術を活かし、収益を
伸ばしていることを評価し、当作成期首より保有しました。当作成期中には、同社生産の航空機の墜落
事故がありましたが、業績自体は期待通りに推移し、株価が上昇しました。
・「COSTAR GROUP  INC」：顧客にとり有用な建物専門情報を保有していることから、業容拡大余地
が大きいものと見込み、当作成期中に新規に組み入れました。好業績を発表し、株価が上昇しました。
（マイナス要因）
◎銘柄
・「APPLE  INC」：「iPhone」の売上が期待外れとなったこと等から株価は振るわないものとなりまし
た。ブランド力は依然として強く、サービス収入の拡大も今後期待できることから、継続保有としてい
ます。
・「UNITEDHEALTH GROUP INC」：医療給付に関する行政面での規制等を巡り様々な憶測が飛び交い、
同社への不透明感が台頭、株価が弱含みとなりました。事業の基調に変化はないとの判断から継続保有
としています。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
　コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子等収益の確保を図りました。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

6－　　－

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数（ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベー
ス））との騰落率の対比です。
　参考指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前々営業日の終値を採用しています。

分配金について
　１万口当り分配金（税込み）は第７期は10円、第８期は300円といたしました。収益分配金の決定根
拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。なお、留保益につきましては、
運用方針に基づき運用させていただきます。

-10.0
-5.0
0.0
5.0
10.0
15.0
（％）

第７期
(2018.10.23
～2019.１.21)

第８期
(2019.１.22
～2019.４.22)

基準価額
ダウ・ジョーンズ工業株価平均
（円換算ベース）

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
第７期 第８期

2018年10月23日
～2019年１月21日

2019年１月22日
～2019年４月22日

当期分配金（税込み） （円） 10 300
対基準価額比率 （％） 0.10 2.80
当期の収益 （円） ― 57
当期の収益以外 （円） 10 242

翌期繰越分配対象額 （円） 549 410
（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出し

ているためこれらを合計した額と「当期分配金（税込み）」の額が一致し
ない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税込み）」の期末基準
価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注３）「翌期繰越分配対象額」は、当期の分配金支払い後の「経費控除後の配当
等収益」、「経費控除後、繰越欠損金を補填した有価証券売買損益」、
「分配準備積立金」、「収益調整金」の合計であり、基準価額を上回る場
合があります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 第７期 第８期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0.00円 57.30円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00 0.00
(ｃ) 収益調整金 559.62 653.15
(ｄ) 分配準備積立金 0.00 0.00
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 559.62 710.45
(ｆ) 分配金 10.00 300.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 549.62 410.45
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

7－　　－

○当ファンド
　次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）の受益証券の組入比率を、通常の状
態で高位に維持することを基本とします。
○次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
◎運用環境の見通し
・過去数十年の米国株式市況上昇を支えた経済規模の大きさと成長力、巨大な個人消費市場の存在、さら
には活発なイノベーションと新陳代謝が盛んな経済構造等は今後も市況上昇の要因になると思われます。
・米国の保護主義政策は依然として不透明要因となっていますが、米国景気に顕著な落ち込みはみられず、
米国企業全般の業績は2019年も増益が予想されています。
・株価水準面でも極端な割高感はないことを考えあわせますと、今後の上昇基調が予想されます。
◎今後の運用方針
・大きな変化が起こっている分野に注目し、変化に機動的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世代企業に
投資します。現在は、インターネットやバイオ、医療機器などの分野の重要性の高まり、同分野での新
しい企業の台頭に注目しています。同時に、絶え間ない自己革新により、環境変化に対応し続けている
伝統的な老舗企業にも目を向け、より高い投資成果の達成をめざします。

○マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
◎運用環境の見通し
・物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の物価目標である２％には届かないと思われま
す。したがって、今後も金融緩和政策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると
予想しています。
◎今後の運用方針
・コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保をめざした運用を行う方
針です。

今後の運用方針
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド

8－　　－

１万口当りの費用の明細

項 目

第７期～第８期

項 目 の 概 要（2018年10月23日～2019年４月22日）

金 額 比 率

信託報酬 47円 0.471％ 信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数／年間の日数
期中の平均基準価額は10,057円です。

(投信会社) （19） （0.188） ファンドの運用の対価

(販売会社) （27） （0.269） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の
対価

(受託会社) （1） （0.013） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 ─ ─ 売買委託手数料＝各期中の売買委託手数料／各期中の平均受益権口数
有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ─ ─ 有価証券取引税＝各期中の有価証券取引税／各期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.005 その他費用＝各期中のその他費用／各期中の平均受益権口数

(監査費用) （1） （0.005） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

合 計 48 0.476
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末

時点における「１万口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
（注３）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注４）比率欄は「１万口当りのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ＹＭアセット・優良米国株ファンド
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■売買および取引の状況
　投資信託受益証券

（2018年10月23日から2019年４月22日まで）
決 算 期 第 ７ 期 ～ 第 ８ 期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

国

内

千口 千円 千口 千円
マネープール
ファンド(FOFs
用)(適格機関投
資家限定)

－ － － －

次世代米国代表
株 フ ァ ン ド
(FOFs用)(適格
機関投資家限定)

269,352.549 321,000 494,997.298 603,000

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当作成期間（第７期～第８期）中における利害関係
人との取引はありません。

■組入資産明細表
　国内投資信託受益証券
銘 柄 第 ８ 期 末

口 数 評 価 額 比 率
千口 千円 ％

マネープールファンド（ＦＯＦ
ｓ用）（適格機関投資家限定） 99.691 99 0.0

次世代米国代表株ファンド（ＦＯ
Ｆｓ用）（適格機関投資家限定） 2,378,311.862 3,025,212 98.5

合 計 金 額 2,378,411.553 3,025,312
銘 柄 数 < 比 率 > 2銘柄 <98.5％>

（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注２）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2019年４月22日現在

項 目 第 ８ 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 3,025,312 94.2
コール・ローン等、その他 184,894 5.8
投資信託財産総額 3,210,207 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2019年１月21日)、(2019年４月22日)現在

項 目 第 ７ 期 末 第 ８ 期 末
(Ａ) 資産 3,221,753,629円 3,210,207,162円

コール・ローン等 39,112,154 43,894,554
投資信託受益証券(評価額) 3,179,641,475 3,025,312,608
未収入金 3,000,000 141,000,000

(Ｂ) 負債 11,264,706 140,351,821
未払収益分配金 3,338,047 88,498,376
未払解約金 176,652 44,157,937
未払信託報酬 7,662,477 7,608,598
その他未払費用 87,530 86,910

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,210,488,923 3,069,855,341
元本 3,338,047,663 2,949,945,890
次期繰越損益金 △   127,558,740 119,909,451

(Ｄ) 受益権総口数 3,338,047,663口 2,949,945,890口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,618円 10,406円

（注）元本状況
期首元本額 3,149,834,064円 3,338,047,663円
追加設定元本額 328,366,149円 57,973,542円
一部解約元本額 140,152,550円 446,075,315円

■損益の状況
第７期　自2018年10月23日　至2019年１月21日
第８期　自2019年１月22日　至2019年４月22日

項 目 第 ７ 期 第 ８ 期
(Ａ) 配当等収益 5,496,165円 17,310,459円

受取配当金 5,501,936 17,316,041
受取利息 23 81
支払利息 △           5,794 △           5,663

(Ｂ) 有価証券売買損益 △272,356,685 309,285,258
売買益 9,287,662 333,689,648
売買損 △281,644,347 △  24,404,390

(Ｃ) 信託報酬等 △  7,750,007 △  7,695,508
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △274,610,527 318,900,209
(Ｅ) 前期繰越損益金 △ 74,701,540 △303,167,559
(Ｆ) 追加信託差損益金 225,091,374 192,675,177

(配当等相当額) (　186,805,400) (　162,217,529)
(売買損益相当額) (　  38,285,974) (　  30,457,648)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △124,220,693 208,407,827
(Ｈ) 収益分配金 △  3,338,047 △ 88,498,376

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △127,558,740 119,909,451
追加信託差損益金 221,753,327 121,079,398
(配当等相当額) (　183,467,353) (　  90,621,750)
(売買損益相当額) (　  38,285,974) (　  30,457,648)
繰越損益金 △349,312,067 △    1,169,947

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照

ください。
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収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
第 ７ 期 第 ８ 期

一万口当り分配金（税引前） 10円 300円

＜課税上の取り扱いについて＞
・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に分か
れます。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となり、分配後の基準価額が個別元本を下
回る場合は、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。
・受益者は普通分配金に対し課税されます。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合、個別元本から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の新しい個別元本
となります。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

○該当事項はありません。

お知らせ

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ７ 期 第 ８ 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円 16,902,597円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円 0円
(ｃ) 収益調整金 186,805,400円 192,675,177円
(ｄ) 分配準備積立金 0円 0円
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 186,805,400円 209,577,774円
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 559.62円 710.45円
(ｇ) 分配金 3,338,047円 88,498,376円
(ｈ) １万口当たり分配金 10円 300円
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  運用報告に係わる情報 

次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第７期（決算日：2018年12月７日） 

第８期（決算日：2019年３月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代米国代表株ファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る３月

７日に第８期の決算を行いましたので、法令に基づ

いて第７期～第８期の運用状況をまとめてご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2023年３月７日まで（2017年４月20日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託者が判断した企業の株式に投資を行
います。マザーファンド受益証券の組入比率
は高位を維持することを基本とします。実質
組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。外貨建資産への実質
投資割合に制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。外貨建資産への投資割合
に制限を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

852583 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(円換算ベース) 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2017年４月20日 10,000 － － 14,126 － － － 10 

１期(2017年６月７日) 10,218 80 3.0 14,697 4.0 95.9 － 1,374 

２期(2017年９月７日) 10,580 80 4.3 15,117 2.9 98.0 － 1,853 

３期(2017年12月７日) 11,806 120 12.7 17,243 14.1 99.1 － 1,825 

４期(2018年３月７日) 11,680 20 △ 0.9 16,686 △ 3.2 97.7 － 3,112 

５期(2018年６月７日) 12,469 70 7.4 17,586 5.4 97.8 － 3,964 

６期(2018年９月７日) 12,748 100 3.0 18,238 3.7 97.4 － 3,809 

７期(2018年12月７日) 11,967 20 △ 6.0 17,864 △ 2.1 95.0 － 3,299 

８期(2019年３月７日) 12,113 70 1.8 18,201 1.9 97.8 － 3,196 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 (円換算ベース) 騰 落 率 

第７期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年９月７日 12,748 － 18,238 － 97.4 － 

９月末 13,254 4.0 19,063 4.5 96.1 － 

10月末 12,206 △4.3 17,886 △1.9 95.8 － 

11月末 12,274 △3.7 18,254 0.1 93.8 － 

(期  末)       

2018年12月７日 11,987 △6.0 17,864 △2.1 95.0 － 

第８期 

(期  首)       

2018年12月７日 11,967 － 17,864 － 95.0 － 

12月末 10,953 △8.5 16,306 △8.7 95.6 － 

2019年１月末 11,637 △2.8 17,304 △3.1 97.4 － 

２月末 12,265 2.5 18,290 2.4 95.8 － 

(期  末)       

2019年３月７日 12,183 1.8 18,201 1.9 97.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当作成期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は当作成期首に比べ4.3％（分配金再投資ベース）の下落となりました。 

 

 

（注） 参考指数は当作成期首の値をファンドの基準価額（分配金再投資ベース）と同一になるよう指数化しています。 
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●基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

為替市況が円安・米ドル高となったことが、基

準価額の上昇要因となりました。 

（下落要因） 

米国株式市況全体の下落や組入銘柄の値下がり

等が基準価額の下落要因となりました。 

 

●投資環境について 

◎米国株式市況 
・ 当作成期の市況は小幅下落となりました。米国

と中国の間の貿易摩擦に収束の兆しがみえない

ことや、国際通貨基金（ＩＭＦ）が世界経済見

通しを下方修正したこと等を背景に、世界的な

景気減速への懸念が高まり、当作成期初から

2018年終盤にかけ市況は大きく下落しました。

2019年に入った後、米連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）のパウエル議長が１月初めに行われた

講演において利上げに対して慎重な姿勢を示す

発言をしたことや、米国と中国間の貿易交渉が

進展するとの期待が高まったこと等を受け、上昇

基調に転じ小幅下落にて当作成期を終えました。 

 

◎為替市況 
・ 当作成期首に比べ、対米ドルで1.1％の円安・米

ドル高となりました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

・ 次世代米国代表株マザーファンド受益証券を通

じて米国株式に投資を行いました。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

基準価額は当作成期首に比べ4.1％の下落とな

りました。 

 

・ 米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の

獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定に

あたっては、今後の経済環境、社会構造に関す

る見通しを基に、変化に対応し成長が見込まれ

る投資銘柄を厳選し、30銘柄に投資を行いました。 

・ 主として米国の強みであるインターネット、バ

イオ、医療機器などの重要性の高まりや、ミレ

ニアル世代台頭に伴う小売分野の構造変化を踏

まえた新しい企業の成長に注目し、同時に、伝

統的な老舗企業でありながら、絶え間ない自己

革新により環境変化に対応する企業にも目を配

りました。 

・ 基本的には、景気が堅調に推移する環境下にお

いて、業績拡大余地の大きい銘柄に着目しまし

たが、景気動向や市況動向の変化に対応する必

要性から、随時ポートフォリオの調整を行いま

した。 

・ 株価水準面での割安感にも留意し、銘柄選定を

行いました。 

・当作成期は変化が大きかった市況動向に対応し、

当作成期中に適宜銘柄入れ替えを行いましたが、

当作成期首と当作成期末を比べますと、結果的

には５銘柄が入れ替わっています。 

・ また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、株価

の動きに対応した個別銘柄の組入比率調整を適

宜行いました。 

 

銘柄入替のポイントは以下の通りです。 

◎主な新規組入銘柄 
・ 「NETAPP INC」：外部記憶装置（ストレージ）分

野において、専用ハードウェアと基本ソフト

（ＯＳ）等を組み合わせ、顧客の生産性向上やコ

スト削減に貢献していることやデータセンター

運営企業とも提携し、事業機会を拡大している

ことを評価。 

・ 「COSTAR GROUP INC」：商業用不動産業界に提供

している建物専門情報は、事務用・工業用不動

産の詳細な情報を含んでおり、顧客にとり有用

なデータであることから、顧客基盤の拡大が予

想され、今後の収益拡大余地が大きい点を評価。 

◎主な全株売却銘柄 
・ 「ALPHABET INC-CL C」：営業経費の上昇による

営業利益率低下を懸念し、売却。 
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・ 「DR HORTON INC」：住宅市場全般の減速を懸念

し、売却。 

 

以上のような投資判断を行った結果、為替の円

安・米ドル高はプラス寄与となったものの、株式

市況の下落ならびに組入銘柄の値下がりにより、

基準価額は下落しました。パフォーマンスに寄与・

影響を与えた主な銘柄は以下の通りです。 

 

（プラス要因） 

◎銘柄 
・ 「BOEING CO/THE」：参入障壁が高い航空機の開

発・製造において、独自の技術を活かし、収益

を伸ばしていることを評価し、当作成期首より

保有しました。期待通り、受注や業績が順調に

推移し、株価が上昇しました。 

・ 「COSTAR GROUP INC」：顧客にとり有用な建物専

門情報を保有していることから、業容拡大余地

が大きいものと見込み、当作成期に新規に組み

入れました。好業績を発表し、株価が上昇しま

した。 

 

（マイナス要因） 

◎銘柄 
・ 「APPLE INC」：「iPhone」の売上が期待外れと

なったこと等から株価は振るわないものとなり

ました。ブランド力は依然として強く、サービ

ス収入の拡大も今後期待できることから、継続

保有としています。 

・ 「UNITEDHEALTH GROUP INC」：医療給付に関する

行政面での規制等を巡り様々な憶測が飛び交い、

同社への不透明感が台頭、株価が弱含みとなり

ました。事業の基調に変化はないとの判断から

継続保有としています。 

●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 第８期 

2018年９月８日～ 
2018年12月７日 

2018年12月８日～ 
2019年３月７日 

当期分配金 20  70  

(対基準価額比率) 0.167％ 0.575％ 

 当期の収益 20  45  

 当期の収益以外 －  25  

翌期繰越分配対象額 2,210  2,185  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金

込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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○今後の運用方針 
＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格

機関投資家限定）＞ 

◎今後の運用方針 
・ マザーファンド受益証券を高位に組み入れる方

針です。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

◎運用環境の見通し 
・ 過去数十年の米国株式市況上昇を支えた経済規

模の大きさと成長力、巨大な個人消費市場の存

在、さらには活発なイノベーションと新陳代謝

が盛んな経済構造等は今後も市況上昇の要因に

なると思われます。 

・ 米国の保護主義政策は依然として不透明要因と

なっていますが、米国景気に顕著な落ち込みは

みられず、米国企業全般の業績は2019年も増益

が予想されています。 

・ 株価水準面でも極端な割高感はないことを考え

あわせますと、今後の上昇基調が予想されます。 

◎今後の運用方針 
・ 大きな変化が起こっている分野に注目し、変化

に機動的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世

代企業に投資します。現在は、インターネット

やバイオ、医療機器などの分野の重要性の高ま

り、同分野での新しい企業の台頭に注目してい

ます。同時に、絶え間ない自己革新により、環

境変化に対応し続けている伝統的な老舗企業に

も目を向け、より高い投資成果の達成をめざし

ます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年９月８日～2019年３月７日) 

項 目 
第７期～第８期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 34  0.281  (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (32)  (0.268)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 0)  (0.000)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.013)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 24   0.195   (b)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 （ 株  式 ） (24)  (0.195)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝作成期中の有価証券取引税÷作成期中の平均受益権口数 
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.006   (d)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 59   0.483    

作成期中の平均基準価額は、12,110円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2018年９月８日～2019年３月７日) 

 

銘 柄 
第７期～第８期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 104,971 217,230 322,752 705,370 

 
 
 

○株式売買比率 (2018年９月８日～2019年３月７日) 

 

項 目 
第７期～第８期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 75,659,885千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 46,209,181千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.63   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年９月８日～2019年３月７日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第７期～第８期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 40,698 560 1.4 34,961 649 1.9 

為替直物取引 7,279 1,357 18.6 2,247 1,099 48.9 

平均保有割合 6.8%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 第７期～第８期 
売買委託手数料総額（A） 6,473千円 
うち利害関係人への支払額（B） 108千円 

（B）／（A） 1.7％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とはモル
ガン・スタンレーＭＵＦＧ証券、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年３月７日現在) 

 

銘 柄 
第６期末 第８期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 1,739,629 1,521,848 3,174,881 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年３月７日現在) 

項 目 
第８期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 3,174,881 98.4 

コール・ローン等、その他 51,946 1.6 

投資信託財産総額 3,226,827 100.0 
 

（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（48,498,854千円）の投資信託財産総額（49,039,504千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝111.67円    

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第７期末 第８期末 

2018年12月７日現在 2019年３月７日現在 

  円 円 

(A) 資産 3,309,685,422   3,226,827,437   

 コール・ローン等 27,564,462   27,186,415   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 3,282,120,960   3,174,881,022   

 未収入金 －   24,760,000   

(B) 負債 10,473,480   29,926,468   

 未払収益分配金 5,513,760   18,474,706   

 未払解約金 －   6,999,998   

 未払信託報酬 4,928,633   4,423,958   

 未払利息 52   26   

 その他未払費用 31,035   27,780   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,299,211,942   3,196,900,969   

 元本 2,756,880,256   2,639,243,761   

 次期繰越損益金 542,331,686   557,657,208   

(D) 受益権総口数 2,756,880,256口 2,639,243,761口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,967円 12,113円 
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○損益の状況 

項 目 
第７期 第８期 

2018年９月８日～ 
2018年12月７日 

2018年12月８日～ 
2019年３月７日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △      5,484   △      4,165   

 受取利息 16   3   

 支払利息 △      5,500   △      4,168   

(B) 有価証券売買損益 △196,488,730   67,071,753   

 売買益 14,294,976   69,171,800   

 売買損 △210,783,706   △  2,100,047   

(C) 信託報酬等 △  4,959,668   △  4,451,981   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △201,453,882   62,615,607   

(E) 前期繰越損益金 326,520,304   111,114,054   

(F) 追加信託差損益金 422,779,024   402,402,253   

 (配当等相当額) (  279,092,856)  (  276,744,947)  

 (売買損益相当額) (  143,686,168)  (  125,657,306)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 547,845,446   576,131,914   

(H) 収益分配金 △  5,513,760   △ 18,474,706   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 542,331,686   557,657,208   

 追加信託差損益金 422,779,024   402,402,253   

 (配当等相当額) (  279,458,204)  (  276,787,364)  

 (売買損益相当額) (  143,320,820)  (  125,614,889)  

 分配準備積立金 329,981,876   300,091,799   

 繰越損益金 △210,429,214   △144,836,844   
 

（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 2,988,204,837円 

作成期中追加設定元本額 313,663,451円 

作成期中一部解約元本額 662,624,527円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.2113円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年９月８日～ 
2018年12月７日 

2018年12月８日～ 
2019年３月７日 

費用控除後の配当等収益額 8,975,332円 11,876,352円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 279,458,204円 276,787,364円 

分配準備積立金額 326,520,304円 306,690,153円 

当ファンドの分配対象収益額 614,953,840円 595,353,869円 

１万口当たり収益分配対象額 2,230円 2,255円 

１万口当たり分配金額 20円 70円 

収益分配金金額 5,513,760円 18,474,706円 
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○分配金のお知らせ  

 第７期 第８期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 70円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 
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運用報告に係わる情報 

マネープールファンド（ＦＯＦｓ用） 
（適格機関投資家限定） 

 

 
 

第16期（決算日：2018年11月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「マネープールファンド

（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）」は、去る11月

20日に第16期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券 

信託期間 無期限（2010年11月24日設定） 

運用方針 

マネー・マーケット・マザーファンド受益証
券への投資を通じて、わが国の公社債等に実
質的な投資を行い、利子等収益の確保を図り
ます。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

マネー・マーケット・マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象と
します。なお、わが国の公社債等
に直接投資することがあります。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の公社債等を主要投資対
象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

851773 
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本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

12期(2016年11月21日) 10,032 0 △0.0 24.4 － 10 

13期(2017年５月22日) 10,031 0 △0.0 － － 10 

14期(2017年11月20日) 10,029 0 △0.0 － － 10 

15期(2018年５月21日) 10,027 0 △0.0 － － 10 

16期(2018年11月20日) 10,025 0 △0.0 － － 10 
 

（注） 当ファンドは、投資資金を一時待機させておくことを目的としたファンドであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2018年５月21日 10,027 － － － 

５月末 10,027 0.0 － － 

６月末 10,027 0.0 － － 

７月末 10,027 0.0 － － 

８月末 10,026 △0.0 － － 

９月末 10,025 △0.0 － － 

10月末 10,025 △0.0 － － 

(期  末)     

2018年11月20日 10,025 △0.0 － － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ0.02％下落となりました。 

 

  
 

●基準価額の主な変動要因 
（下落要因） 

信託報酬等コストなどが基準価額にマイナスに

影響しました。 

 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
・ 当期の短期金融市場をみると、日銀は長短金利

を操作目標として金融市場調整を行いました。

コール・レート（無担保・翌日物）はマイナス

圏で推移し、2018年11月20日のコール・レート

は－0.066％となりました。 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

・ 期を通じて、マネー・マーケット・マザーファン

ド受益証券への投資比率を高位に維持しました。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

基準価額は期首に比べ0.01％の下落となりました。 

 

・ コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子

等収益の確保を図りました。その結果、利子等

収益は積み上がったものの、運用資金に対する

マイナス金利適用などの影響を受けて、基準価
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額は下落となりました。 

 

●分配金について 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市

況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通

りとさせていただきました。収益分配に充てな

かった利益（留保益）につきましては、信託財産中

に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 

 

【分配原資の内訳】 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第16期 

2018年５月22日～ 
2018年11月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 50  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配

金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出して

いるため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

○今後の運用方針 
＜マネープールファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関

投資家限定）＞ 

◎今後の運用方針 
・ マネー・マーケット・マザーファンド受益証券

の組入比率を高位に保ち、マザーファンドの

ポートフォリオの構成に近づけた状態を維持す

る方針です。 

 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

◎運用環境の見通し 
・ 物価は緩やかに上昇していくと予想しています

が、日銀の物価目標である２％には届かないと

思われます。したがって、今後も金融緩和政策

が継続すると想定されることから、短期金利は

低位で推移すると予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資

を通じて、安定した収益の確保をめざした運用

を行う方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 2  0.016  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (1)  (0.005)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書 
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (1)  (0.005)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.005)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 2   0.016    

期中の平均基準価額は、10,026円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、簡便法により算出した結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
マネー・マーケット・マザーファンド － － 1 1 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2018年11月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 9,990 9,988 10,171 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2018年11月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

マネー・マーケット・マザーファンド 10,171 99.7 

コール・ローン等、その他 27 0.3 

投資信託財産総額 10,198 100.0 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年11月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 10,198,263   

 コール・ローン等 27,095   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 10,171,160   

 未収入金 8   

(B) 負債 1,647   

 未払信託報酬 1,647   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,196,616   

 元本 10,171,417   

 次期繰越損益金 25,199   

(D) 受益権総口数 10,171,417口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,025円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 10,171,417円 

期中追加設定元本額 0円 

期中一部解約元本額 0円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0025円です。 

○損益の状況 (2018年５月22日～2018年11月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 1,029   

 売買益 1   

 売買損 △ 1,030   

(B) 信託報酬等 △ 1,647   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 2,676   

(D) 前期繰越損益金 △ 5,382   

(E) 追加信託差損益金 33,257   

 (配当等相当額) (  34,945)  

 (売買損益相当額) (△ 1,688)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 25,199   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 25,199   

 追加信託差損益金 33,257   

 (配当等相当額) (  34,945)  

 (売買損益相当額) (△ 1,688)  

 分配準備積立金 16,026   

 繰越損益金 △24,084   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2018年５月22日～ 
2018年11月20日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 34,945円 

分配準備積立金額 16,026円 

当ファンドの分配対象収益額 50,971円 

１万口当たり収益分配対象額 50円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 
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